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WB 1:500-1:2000,IHC 1:50-1:300,ELISA 1:2000-1:20000

25kDa

RIT1

RIT1; RIBB; RIT; ROC1; GTP-binding protein Rit1; Ras-like protein expressed in many tissues;
Ras-like without CAAX protein 1
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Ras関連GTPaseのサブファミリーに属するタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、細胞ストレスに関連するp38 MAPK依存性シグナル伝達カスケードの制御に関与しています。また、このタンパク質は神経成長因子と連携して、神経細胞の発達と再生を促進します。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2012年2月],酵素調節:GDPに結合した不活性型とGTPに結合した活性型を交互に繰り返します。,機能:NGF刺激をEPHB2およびMAPK14シグナル伝達経路の活性化に結びつける際、およびNGF依存性神経分化において重要な役割を果たします。,その他:触媒されないグアニンヌクレオチドの解離速度が速く、これはRasサブファミリーのほとんどのメンバーよりもはるかに速いです。,その他:NGFおよびEGF受容体シグナル伝達経路の刺激は、迅速かつ長時間の活性化をもたらします。,類似性:小型GTPaseスーパーファミリーに属します。Rasファミリー。,サブユニット:MLLT4、RALGDSおよびRLFのC末端ドメインと相互作用しますが、RIN1およびPIK3CAとは相互作用しません。RLFは、活性なGTP結合型にのみ結合します。 BRAFとは強く相互作用するが、RAF1とは弱く相互作用する。BARFとRAF1の結合はGTP結合状態に依存する。RGL3と相互作用する。,組織特異性：多くの組織で発現する。,
	研究分野
	細胞生物学; タンパク質分解/ユビキチン; プロテアソーム/ユビキチン; ユビキチンE3酵素; SCF複合体E3リガーゼ; シグナル伝達; シグナル伝達経路; Gタンパク質シグナル伝達; 低分子Gタンパク質; Rasファミリー; 神経科学; 感覚系; 視覚系
	画像データ
	

	RIT1抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500希釈のRit1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

